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1主 題 設 定 の理 由

商業高校では、従来、職業生活に必要な実務的な知識や技術を習得させることに重点を置いた教育課

程を編成 し、その役割を担ってきた。

そして、今 日の社会は、国際化、情報化が急激に進むとともに、技術の進歩や経済の発展により、文

化水準の向上 と物質的な豊かさ価値観の多様化等の様相を呈 している。また、商業高校に入学 して くる

生徒 も多様化している。

こうした社会状況や生徒の変化に対応 し、まもな く迎える21世紀にはどのような 「商業教育」が望 ま

れ、実施 したらよいのだろうか。

授業を通 して生徒の個性や自発性を高め、幅広い視野をもった柔軟性のある人間を育成するために、

従来からの商業の基礎 ・基本の学習内容を分析 し、将来に向けた学習内容について検討 してい くことが

重要である。

今年度の教育研究員は、このような理由から 「21世紀を見据えた商業教育」について具体的に研究し、

考察することを目的として主題の設定を行った。

Eア ンケ ー ト調 査

1ア ンケー ト調査のねらい

商業教育についての現状を把握 し、今後の商業教育を考えるために、学校と企業に対 して、商業高校

の主要な科目である 「簿記」と 「情報処理」を中心としたアンケー トによる実態調査を行った。調査を

行うことによって、「理想と現実」あるいは 「社会のニーズと商業高校における教育内容」 との関係を

明確化 し、将来の展望 を見据えることにあった。

2ア ンケー ト調査結果

アンケー トは、東京都内の商業高校 と企業に対 して行った。その結果、都立商業高校20校(全 日制!5

校、定時制5校)及 び私立高校6校 の合計26校 と42社の企業から回答を得た。調査方法は、選択式及び

記述式によった。

(1)商 業高校に対するアンケー ト結果

① 簿記の指導について

ア 「特色ある指導法としてどのような工夫をしていますか」(複 数回答あ り)

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① 習熟度別学習11校 ① 補 習 4校

② 補 習 7校 ② 習熟度別学習 2校

③ 教材の工夫 3校

○習熟度別学習 には、テ ィーム ・テ ィーチ ングや1ク ラス2展 開、2ク ラス4展 開等が あった。
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イ 「検定試験 を評価に加えていますか」

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① はい 15校 ① はい 4校

② いいえ 5校 ② いいえ 1校

ウ 「簿 記の学 習 と検 定試験の関係 について どの よ うに考 えます か」(18校 回答)

・ 「検定試験 は商業教 育の生 命であ り、簿記 の検定 は社会的に認知 されてお り今 後 も重 要 な位 置

を占める。」

・ 「全 国商業高等学校協会 に よる検定試験 は
、学習指導要領に基づ いてお り、授 業の達成 目標 と

しての簿記技 能や能力 を測 る手段 であ り、教育 システム と しての合理性 がある。」

・ 「生徒 の到達 目標 であ り、教 師の指導 目標で もあ る。」

・ 「合格 によって生徒 に 自信 をつ け させ、学習意欲 を向上 させ る。」

・ 「目標 に向 けた指導 を通 して生徒 とのかかわ りを深める ことがで きる
。」

・ 「資格取得 につ なが る とい う目標が明確 なほ うが取 り組 み易 い ようであ る
。」

・ 「将来 、税理士や公認会計士への道 につ ながる基礎作 りとして位置付 けている。」

・ 「推 薦入学等 を希望す る際 に評価が高いので、検定 の位置付 けは高 くなる。」

・ 「合格率の問題 もあ るが、簿記だけではな く社会が認め る資格 を取得 させてい くこ とは大 切 な

ことだ と思 う。」等15校 か ら肯 定的な回答があ った。

一方
、

・ 「検 定はテ クニ ックで しか な く
、検定 に受 かってい て も簿記がわか っている こととは ほ ど遠 い

生徒 が大 多数である。学 習の通過点 と考 える ぐらいで、 もっと応用 力を簿記 の学 習で付 け る さ

せ るべ きである。」

・ 「受験者 の5割 以上合格 しない検定で なければ
、全 員受験 は望 ましくない。」

・ 「確実 に受 かるだろ うと思 われる生徒 だけで はな く
、読 み書 きもしくは字 を書 くことさえ難 し

い生徒が多 い。」等3校 か ら、肯定的 とはいえない意見 もあった。

② 情報処理の指導 につ いて

ア 「授業 では、 どの よ うな ワープロソフ トを利用 していますか」(複 数回答あ り)

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① 一太郎 21校 ① 一太郎 5校

② ワー ド 10校 ② ワー ド 上父ネー

③ その他 2校 ③ その他 1校
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イ

ウ

工

「授業では、どのような表計算ソフ トを使用 していますか」(複 数回答あ り)

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① エクセル18校 ① ロータス1233校

② ロータス1239校 ② エクセル2校

③ その他1校

「プログラミング学習は必要だと思いますか」

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① 必 要4校 ① 必 要0校

② 基礎的な学習は必要9校 ② 基礎的な学習は必要4校

③ 不 要5校 ③ 不 要2校

④ その他2校

「情報に関する学習の到達目標 をどの程度と考えていますか」(複 数回答あ り)

〔都立高校の場合〕 〔私立高校の場合〕

① キーボー ドに触れる程度2校 ① ワープロを使いこなせる

② ワープロを使いこなせる7校 ② 表計算ソフトを使いこなせる

③ 表計算ソフトを使いこなせる16校

④ プnグ ラムを組める3校

⑤ その他4校

2校

6校
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(2>企 業 に対す るア ンケー ト調査

ア 「貴社 では、商業高校 で取得 できる資格(簿 記、ワープロ、珠算 、電卓、情 報処 理 、コ ンピ ュー

タ利用技術検定 な ど)が プラスにな ります か。」

① 大変 プラスになる21社 ② プラス になる16社 ③ いい え2社

④ わか らない3社

イ 「コンピュータで作業 を行 う場合、どのような能力が必要ですか」(複 数回答あり)

・ハー ドやソフ トの基本的な操作ができる

・企業の事務に必要な基本ソフ トが使える

・情報を処理 して提案書等が作成できる

・簿記の知識がある

・その他(不 要、根気、意欲等)

12社

14社

6社

5社

9社

ウ 「21世 紀の高校生には、どの程度の情報処理能力を期待 しますか」

13社 回答(複 数回答あ り)

・インター ネ ッ トの活用がで きる

・ワー プロ操作 がで きる

・表計算操 作がで きる

・ソフ トの活用がで きる

・プ レゼ ンテー シ ョン能力があ る

・デー タベース操作がで きる

5社

4社

4社

4社

2社

2社

なお、「表計算操作ができる」具体的な内容 として、「情報処理を行う際に、使用するソフ トの選

択、処理方法についての知識と能力が必要である。」 という回答があった。

エ 「商業高校に、今後どのような教育 を期待 しますか」(複 数回答あり)

・マナー

・情報処 理(ワ ープ ロと表計算 ソフ ト)

・簿 記

・そ の 他

24社

5社

4社

13社

「マ ナー」の具体的 な内容 と しては、挨拶 、礼 儀作法、電話 の応対 、手紙 の書 き方 、名刺 の授 受 の 仕

方 などで あった。 また、「その他」 には 「記憶 させた ものは忘 れて しま うので 、 考 え させ る教育 が 必要

であ る。大学の卒業論文 のよ うな、何 かについて調べ させ研究 させ る学習。」 「柔軟 な思 考能 力」 「回 覧

事 項 は電子 メールに よる手法 に移行 しつつあ る。パ ソコンの操作能力が優れ てい るほ ど社 内で は重 要視

され、パ ソコ ンが使用 で きない と業務の範囲が縮小 される。」 な どが あった。
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3ア ンケー トの分析と授業の試み

アンケー トの集計結果か ら、企業は 「ビジネスマナー」の教育について学校に大 きな期待を している

ことが分かった。このことか ら、これからの商業教育は単なる技術の習得のための授業だけではいけな

いということを感 じ取ることがで きた。また、このことは昨年度の教育研究員の研究報告書に今後の課

題とされていた内容でもある。

さらに、実務や企業内システムの理解とは直接関係がないと仮定 していた 「資格」が大いに役立ち、

学校での 「インターネット・通信」の教育が期待 されているなど予想外の回答 も多 く寄せ られた。

このアンケー トの実施 と時期を同 じくして、平成10年7月 に 「教育課程審議会」の答申と今後の専

門高校における教育の在 り方等について 「理科教育及び産業教育審議会」 の答申が発表 された。教科

「商業」における改善の視点 として、「商業 に関しては、経済の国際化、情報化、サービス化の急速 な進

展にともない、市場の国際化、オフィスの情報化、サービス産業の拡大等の変化が生 じている。また、

国際的な会計基準への移行、流通システムの合理化、新たなビジネスの創造などグローバル経済への対

応が一層求められている。

このような状況を踏まえ、経済社会の変化に柔軟に対応できる人材の育成を図る観点から、実践的な

語学力、情報 ・会計 リテラシーなど、ビジネスの基礎 ・基本についての内容を充実するとともに、情報

化の進展に対応 し、販売 ・会計等の経営活動にかかわる情報の分析 と活用に関する内容の改善を図る。」

ことがあげられる。

我々の調査結果を基に、こうした改善の方向を睨みなが ら、これからの商業教育の内容 として次の よ

うな学習内容について研究 した。

(1)社 会 に出て役立つ 「ビジネスマ ナー」

最近電車 内で の携帯電話の使用 など公共の場所 でのマ ナーの悪 さが 目立 っている。今年度 のア ンケー

ト結果で も、企業で は礼儀や挨拶 など とい ったマナーを重視 している。 このこ とを踏 まえて、社 会 に出

て役立つ 「ビジネスマナー」 につ いての授 業展開につい て研究 した。

(2}「 簿記」で学習 した知識を基礎とした財務分析

過去2年 間教育研究員が行ったアンケー トや今年度のアンケー ト結果から、社会に出て役立 っている

と回答があった 「簿記」について、今年度は 「簿記」で学習 した知識を基礎 として企業が求める財務分

析についての授業展開について研究 した。

(3)情 報 化社会 に対応 した情報処理

コ ンピュー タを活用 した授業 には、ワープロ操作 、アプ リケー シ ョンソフ トの活用 、プ ログラ ミ ング

作 成な どがある。ア ンケー ト調査結果か ら、企業 が求 める情報処理能力 をは ぐ くむ学習 内容 につ い て研

究 した。
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皿21世 紀 を見据えた商業高校の授業

1ビ ジネスマナー

ヤ

アンケー ト調査の中に、「礼儀作法ができていない。で きれば高等学校で礼儀作法を身につけてほ し

い」 という回答が多数あった。また、理科教育及び産業教育審議会の答申の中でも、 「ビジネスに関す

る基礎的な知識と技術を習得させ、経済社会の一員 としての望ましい心構 えやマナーを理解させ るとと

もに、ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てることをねらいとす る。」 として、「ビジネ

ス基礎」 を基礎的な科 目として位置付けている。

こうしたことを踏まえて、「ビジネス基礎」において期待されるマナーの指導内容 ・方法について、

本年度、「課題研究」の授業で 「話 し方 ・作法」 を通 して研究 した。

(1)課 題研究(話 し方 ・作法)に ついて

学習内容は、平成8年 度に実施 した課題研究(話 し方 ・作法)受 講者の学習終了時の生徒のア ンケー

ト結果 と10年 度受講者の事前面談の結果に基づいて、次のように計画をたてた。

1学 期 ・・1対1又 は集団 にお ける話 し方 ・作 法(就 職 の面接試験 を意識 して)

2学 期 ・・お茶の出 し方、電話の応対

3学 期 ・・役立つ話 し方 ・作法 について、生徒 に よる ビデオ制作

授業を行う場合、ビデオ教材、OHP、 コンピュータ等を講義の中に取 り入れることによって生徒 の

理解が増 し、教育効果が高まる。 しか し、「課題研究」は教科書がないので、教材の選定 ・作成に苦労

する。今回は、特に、ラジオ講座とビデオ教材、書籍教材を用いた効果的な指導方法について考察した。

学習を進めるに当たっては、少人数の授業の特性を生かすとともに、生徒の自主性 を尊重 した授業展

開を した。また、ビデオ機材を中心に、各種の教育機材を積極的に使用 して教育効果を上げた。そして、

学習の定着を図るために、3学 期には、1、2学 期に学習 した知識や技術をビデオ撮影による作品制作

を行った。ビデオ撮影によりロールプレング等をチェックする指導方法は、企業でも講師を養成す る際

によく活用されて、効果を上げている。

(2)学 習教材と活用

① ラジオ教材

毎年、話 し方に関するラジオ講座がNHKで 放送 されてお り、録音 して必要部分を使用 した。放送

のスケジュールは、以下のとお りである。授業計画 と放送内容の順番が一致 しないため過去に録音 し

たものを上手に組み合わせて活用 した。
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月

月

月

月
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9

10

11
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1

2

3

平成8年 度

ことば第一歩

面接好感

敬語 自在

スピーチ初級

音声訓練

司会さわやか

スピーチ中級

朗読味わい

ことば点検

会議堂々

電話好印象

スピーチ上級

◎

○

○

○

○

◎

◎

平成10年 度

フレッシュマ ンことば第一歩

万全ですか?あ なたの敬語

ビジネスマン会話のマナー

子どもに本を読む

ことばで子育て

初めてのスピーチ

聴かせるスピーチ

会議有意義

ビジネスのことば

ビジネス電話の心得

面接の基本

ことばの常識、非常識

◎

○

◎

○

◎

◎

○

○

注:○ 及 び◎ は、授業で取 り上げた内容で ある。 また、マナー教育 に効果 的な内容 の

もの には◎ を記 した。

〔学習効 果〕

放送 の時期 と内容 は、毎年 同一で はないが、社会 人 としての心構 え、 ビジネスマ ンと してのマナー、

電話 における ビジ ネス会話等 、大 いに役立つ ものを扱 ってい る。

② ビデオ教材

今年 度は、次 の ような学 習内容 の ビデ オを活用 した。

ア ビジネスマナー全 般 力 笑顔のつ くり方

イ 敬語 の使い方 キ 面接 での 自己PR

ウ 接客 のマナー ク 面接試験 のキーポイン ト

エ お茶 の入れ方 とマナー ケ 集団面接 のキーポイン ト

オ 電話 の応対

ア 「ビジネスマナー全般 」では、お客様や上司等 に対す る敬語の使い方や外来者 に対す るお茶 の 出

し方、 ビジネス電話の応対等 、 ビジネス全般の初歩 的なマナーについて説明 した後 ビデ オ を活用

した。

イウ 「敬語の使い方」「接 客のマナー」で は、社会人 としてその場 に応 じた会話の基本 を理解 させ る

ことによって、豊かな コ ミュニケーシ ョン能力 をは ぐくむこ とを 目的 とした。

エ 「お茶の入れ方 とマナー」では、お茶の入れ方 を中心 に外来者 に対す る ビジネスマ ナーにつ い て

説明 した後、社会人の第一歩 であ り、実際の新入社員用 にテキス トも用意 されてい る ビデ オ を参

考 に した。

オ 「電話の応対」で は、新入社員 に対す るビジネス電話 の注意事項 を説明 した後 、 ビデオを見 た。
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さらに、NHKラ ジオ講座平成9年2月 の 「電話好印象」の中から2回 分も使用 して必要 な説明

を加え、ビジネス電話の実践を行った。実践は総合実践室の室内専用電話を使用 した。お客様あ

るいは取引先社員を想定 して、会社までの地図案内、苦情処理等を題材に実施 した。

カ 「笑顔のつ くり方」では、笑顔で接すると相手の心を穏やかにするが、同 じ笑顔で も形式的 なも

のは場合によると相手に不快感を与えることすらあるということを理解させる。

形式的でなく、真心のある笑顔を相手に贈ることの大切さを理解させた。生徒が社会人になる

にあたっての心構えを指導 した。

キクケ 企業の求める人材を理解 し、就職する際の面接の知識や技能にも役立てるために活用 した。

③ 書籍教材

就職に関するマナー指導を中心 とした書籍教材が多 く、授業でもそれを使用 した。またビデオ講習

会で使用 したビデオカメラや ビデオソフ ト作成 ・編集のための資料を使用 した。

(3)ビ ジ ネスマナーの ビデオ制作

実践事例

目 標:社 会 人になるにあたって、 ビジネスマ ナー を身 に付 け させ る。

対象学年:3学 年 商業科4名 情報処理科8名 計12名

段階 時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

・前時 までの復習 と今時 ・撮影前の事前準備 ・服装等の点検

導入 5分 の学習内容の確認 ・ビデ オ カ メ ラ等 の 用 具 の

(お茶の出し方) 準備

・簡単 な リハ ーサ ル と内 ・原稿内容の確認と変更 ・編集等 も考 えて撮影す る

容の再確認 ・各班の役割分担 ように指導 する。

・ロール プ レイ ング の実 演技者2名 ・演技 の表現 力 も留 意する 。

習 撮影者1名 ・撮影 開始後 は全体 の流 れ

展開 40分
監督者1名 を重 視 し、 多 少 の ミス は

・撮影後は ビデオの再生 ・原稿の内容 と実際 の行 撮影後に指摘する。

をして内容等 の確認 と 動が著 しく異なる場合 ・撮影 した ビデ オを再生 し

反省 をす る。 は再撮影をする ビジ ネ スマ ナ ーの 大 切 さ

や実行の難 しさを指導す

る 。

・ビジ ネスマ ナ ー(お 茶 ・ロー ルプ レ ン グの感 想 ・お茶 の 出 し方 を通 して 、

の出 し方)の 大切 さと を聞 くこ とに よっ て ビ ビジ ネス マ ナ ー に関 す る

まとめ 5分
難 しさ等を再確認する。 ジ ネスマ ナ ー に つ い て 興味を喚起する。

考 えさせる。
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少人数 による学習形態が、 きめ細かい学習指導 を可能 とする。 また、知識の定着 をはか るため ロー ル

プ レイングを実施 した。実施 にあたっては、 ビデ オ撮 影 を行 うことに よって記録 を残す とよい。そ して、

その ビデ オを見 て、自己評価 、他人の評価 か ら、生徒 自身 も改 善点 を理解す るこ とがで きる。 ビデオ制

作 につい ては、お茶の 入れ方 とビジネス電話 の応対方法 について研究 した。全体的 な説明 をビデ オ教材

等 によって理解 させ た後 、4人 の グループ をつ くり、制作 した。制作 に当た り、ビデオカメラの使用法 ・

ビデ オ編集 の方法 ・ビデオ作 品の原稿の書 き方等 の説明 にも数時間を要 した。 ビデオ作成 のため の原稿

用紙 を次 に示す 。
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(4)ビ ジネスマナーと検定試験

商業高校 において検定試験の比重は大きい。そ して、ビジネスマナーに関連する検定試は秘書検定 と

販売士検定がある。

① 秘書検定試験(3級)

秘書検定試験には、理論 と実技に関する試験がある。理論の内容 としては、秘書の資質、職務知識

一般知識があ り、実技に関する内容としては、マナー ・接遇、技能について出題される。いずれ も筆

記による試験である。なかでも、実技編のマナー ・接遇がビジネスマナーに大 きく関係 している。

〔試験の主 な内容〕

・人間関係の効用

・話の聞 き方の基本

・接 遇用語の基本

・接 遇の基本

・不意の客への応対

・客の見送 り方 と席次

・電話の かけ方

・報告の しかた

・依頼の しか た

・弔辞の マナー

・人間関係 を作 るあい さつ

・敬語の種類 と使い方

・接遇での人の呼び方

・来客応対の基本

・来客の案内の しかた

・接遇の注意点

・電話の受け方

・伝達
、説明の しかた

・忠告、注意の受け方

・贈答のマ ナー などである。

・話 し方 の基本

・誤 りやす い敬語表現

・職場 での 身だ しなみ

・来客応対の実際

・茶菓 の接待

・電話応対 の基本心得

・状況別 の電話応対

・命令 、指示 の受 け方

・慶事 のマナー

この内容は、社会入 として習得 したい ビジネスマナーである。できれば実技試験が実施できればよい。

今後、「ビジネス基礎」 との関係で秘書検定が重視される可能性 もでてきた。

② 販売士検定試験3級

販売士検定試験には、筆記試験 と実技試験がある。筆記試験の内容は、一般常識、販売技術、商品

知識、販売事務である。また、実技試験として、筆記試験合格者に対 して面接が行われる。その内容

は、商品説明を中心に社会人 としての常識を問うものである。

販売士試験は、「流通経済」を軸に、「簿記」や 「商品」の知識が必要である。商業の総合的知識が

問われる。そ して、筆記試験合格者に対 して、ビジネスマンとしてのマナーの知識と実践が問われる。

まさに、ビジネス基礎の実践である。是非活用すべ きだが、試験は、7月 と2月 の平日(水 曜 日)に

実施 していることが高校生の受験の機会を奪っていることが残念である。

(5>今 後の課題

「ビジネス基礎」は、商業科 目の基礎的な科目であ り、一斉授業により実施 されることが予想される。

現行の 「流通経済」の商業の基礎に関する部分は、講義形式の一斉授業が効率的である。 しかし、 ビジ

ネスマナーに関する内容については、少人数によるロールプレイング的な学習方法により、学習の定着

を図る。また、ラジオ、ビデオ、ビデオカメラ、電話、コンピュータ等など、様々な教材 を活用したい。

そ して、「ビジネス基礎」の学習を基礎にして、秘書検定試験や販売士検定試験へ とつなが る指導が望

まれる。
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2簿 記で学習 した知識 を基礎 とした財務分析

(1)ア ンケー トの調査結果

アンケー トの調査結果から、企業で仕事をしてい く上で、簿記や会計経理に関する知識が必要な場面

はかなり多 く、 「仕事と密接に関係 しており、経理以外の部署でも必要がある」 といった回答が多 かっ

た(回 答総数の86.0%)。 その理由として、

「顧客に対 して積算根拠を示す」「経理及び総務関係等決算を処理する」 「予算 を作成する」

「業務提携、共同研究等相手があってお金が絡むとき」

「コス トとリターンの関係はどこでも必要」「税務申告や融資先の経営分析をする」

「新規取引先の経営状況の判断をする」「自部門の経営的影響を考える」

「社内で予算申請をする」「全社及び事業所単位で事業推移や実績 を把握する」

「数字に明るいと顧客や取 り引 き相手に絶対に信頼される」などがあ り、中で も回答数の多かった もの

が 「簡単な決算書 を分析する力」であ り、経理や金融関係以外でも営業職に就いている者には必要であ

るとい う結果が出た。

(2)「 理科教育及び産業教育審議会」や 「教育課程審議会」の答申等

「理科教育及び産業教育審議会」や 「教育課程審議会」の答申の中でも、教科 「商業」の改善の視点

として 「・・中略 経済社会の変化に柔軟に対応できる人材の育成を図る観点から、実践的な語学力、

情報 ・会計 リテラシーなど、ビジネスの基礎 ・基本についての内容を充実するとともに、情報化の進展

に対応 し、販売 ・会計等の経営活動に関わる情報の分析 と活用に関する内容の改善を図る。」 とあ り、

財務諸表の見方、分析など簿記で学んだ知識をどのように生かし活用するかという視点が重視 されてい

る。

この改善の方向の背景になっている考え方の一つに、政府税制調査会会長で千葉商科大学学長の加藤

寛氏が提言 している 「未来を解決する言語」 として次の3言 語が挙げられる。

自然言語(英 語)人 工言語(情 報処理)会 計言語(簿 記)

加藤寛氏は、講演の中でこの会計言語について次のように言及している。いくつかの金融機関の財務

諸表の矛盾 した内容について指摘 しつつ、「今の大学が失敗 しているのは経済学部あるいは商学部で さ

えも、もう簿記会計なんていうのは無視 して、これを選択にして して しまっているところが多い。 これ

では駄目である。簿記会計が分からなければ、経済社会のお互いの交流はできない。そのことが今、 日

本では忘れ られてしまったのである。 ・… 中略 住専問題の原因を調べた大蔵省の報告書に、財務

諸表の分析 もで きないような低劣なる審査能力がこの住専問題の元凶であると書いてあった。 ・・中略

社会というものはお互いに話 し合うことが必要であり、コミュニケーションのツールがいると思って

いる。そのツールの中で今一番忘れられて しまったのが会計言語である。この会計言語を私たちは身に

付けなければいけない。それを必修にしなければいけないと私は考えた。 ・・中略 これからは会計言

語が出来るということは非常に重要である。なぜ簿記 をやらなければならないのか。それを勉強 しない

と、どんなに21世 紀の社会で私たちは無力になって しまうかということを私は是非、先生方が子供達

に教えていただ きたいと思う。」(平 成9年8月2日 千葉商科大学教育研究会講演 より 『千葉商科大学

教育研究会会報第2号85～87頁 』)と いうように、企業会計を表すための共通言語 を習得す ること

の重要性を提言 している。
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こうしたことを踏 まえて、ビジネス教育の基礎 としての視点から簿記教育の中で財務分析の基礎 を指

導することが重要と考え、授業展開について考察 してみた。

(3)企 業の財務分析

実践事例1

定時制の 「簿記」の授業で、スーパーの簡単な決算書分析 を取 り入れてみた。簿記や会計の学習にお

いて生徒の興味や意欲を喚起するためには、具体的なケーススタデイを導入することが とても大切であ

ると考える。具体的な企業名を挙げて学習することにより、生徒は企業活動のイメージがつかみやすく、

簿記で学習 した会計処理が企業の通信簿である決算書にどのように繋がっていくのかが実感できる。

2時 間の授業の中で、新聞に掲載された決算公告を教材に用いて 「どちらの会社が効率良 く利益 を上

げているか」というテーマで簡単な財務分析 を行ってみた。授業を実施 した結果、生徒たちの興味 ・関

心は多様であるにもかかわらず、ほぼ全員が夢中で教材に向かい、電卓を叩いている姿 を見ることがで

きたなど、生徒たちの反応がとて も良かった。

分析 に当たっては、「収益性」 と 「安全性」を着 目すべ き重要な視点と考え、会計の教科書の中か ら

初歩的であ りかつ大規模スーパーマーケ ットの特性上、重要 と思われる次の8つ の指標を用いた。

①総資本経常利益率 ②売上高経常利益率 ③売上高営業利益率 ④総資本回転率

⑤棚卸資産回転率 ⑥流動比率 ⑦固定比率 ⑧自己資本比率

初めて分析を体験する生徒たちなので使用する指標はごく初歩的なものにとどめた。それぞれの数値

を算出する前に、各指標の持つ意味をプリン トを使って説明し、

「100円 売 り上げていくらの儲けか」 「どの程度借金依存の体質なのか」

「100万 円の支払いに対 して、幾 らくらいす ぐにお金が用意できるか」

などと理解 しやすい表現をすることに配慮 した。そ して8つ の指標を算出し、プリン トに記入 したとこ

ろで、その数字からどんなことがいえるのか、同 じ業種であ りなが らなぜこんなに違 うのか、両者の特

徴 などについて生徒たちと考察 を行った。このような身近にある教材を用いることによって生徒 たちが

興味をもって取 り組んだのは次のような理由からであった。

①生徒たちの生活に密着 した企業であり、両社とも生徒たちが在住 している地域にあること。

② スーパーY店 とD店 では同じ業種であるのに利益額がまった く違っていること。

③特に生徒たちが驚いていたのは、店舗数の違いはあるにせよ売上高ではD店 の方が多いのに、利益

額や売上高利益率はY店 よりも低いこと。また、その他の指標の数値 も両社は大 きく乖離 しているこ

と。

④生徒たちの中にスーパーで働いている者が3～4人 いたため関心が強かったこと。

⑤教材が 目新 しく、簿記の記帳の知識がない生徒でもそれほど問題なく分析に取 り組むことができる

こと。などが考えられる。

今後の課題 としては、有価証券報告書を用いて勘定科目の細かい中身を考察 させたい。
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学 習 指 導 案

目 標:決 算公告を利用 して企業の経営状態を財務分析の視点から考察する方法を学ぶ。

対象学年:定 時制3学 年(2単 位)3級 の学習を終了後

1

時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

・学習する内容の概要説明 ・そ の企業 の業 界 の特 性 と ・学 習 内容 へ の 関 心 を

導
・貸借対照表 と損益計算書 現状 について簡単 に触 れ 持 たせ る。

15分 の構造 と借方貸方 の意味 る 。 ・資 金調 達 、 運 用 、 利

入 を理解する。 ・分析対象企業 の決算公告 益の意味を説明する。

と財務分析表を配布する

・分析方法 と分析 に用 いる ・分析に用いる指標 の意味 ・分 か りや す い表 現 に

指標の確認 を理解 させ る。 留意す る。

・財務分析の実習 ・決算公告から電卓 を使 い ・グ ル ー プ 学 習 に よ り 、

展

'

各指標を算 出させ、財務 協 力 して作業 をすす

分析表に記入させる。 める よう指導 する。

・数値 を算出す る際 決

指 標 名 単位 平均値 Y店 D店 算書の数字 を見 て電

卓 に入れ る過程 を大
1 総資本経常利益率 % 2.4

切 にす る。

60分
2 売上高経常利益率 % 2.4

i
13

14

売上高営業利益率

総資本回転率

%

回転

3.3

1回 転 以 上

・事前 に情報処理 の授

… 業 で表計算 ソフ トを
3 5 棚卸資産回転率 回転 16.8

学習 している。
6 流動比率 % 200以 上

7 固定比率 % 100以 上

開
8 自己資本比率 % 30

・表 計算 ソ フ トを用 い て分 ・適切 な グラ フの種 類 につ

析数値をグラフ化する。 いて考 えさせ る。

1
・デ ー タの 考察 と授 業 内容 ・作成 した 表、 グ ラ フ と分 ・同 じ業種 で も経営 方

1ま

1 の再確認 析に用いた決算広告 を確 針 の違いが数値に現
}と 15分
1 認 しなが ら考察 させ る。 れてる ことを説明す

め

1 る 。
1

*財 務分析表で用いた平均値は 『産業別データハ ンドブック1997年 度版』(日 本開発銀行)よ り引用 し

た平均値または理想値である。
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平成9年5月23日

第39期 決 算

貸 借 対 照 表 の 要 旨

(平成9年2月28日 現在)

(単 位=億 円)

公 告
東京都港区芝公園
株式会社Y
代裂取締役社長

損益計算書の要 旨

(翠震§雛 月幽昌鎚)
(単 位:億 円)

資 産 の 部 負 債お よび 資本 の郁

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 魔

舞嬬
固 定 資 醒
有形固定資實

董 具 備 箆
土 地そ の 他

無 形 固 定 資 酋
投 資 等

撃峯製価慶 甕辱期差
お保証竃

2,393
1,198

112
573
294
214

5,802

L965
867
74935

87

31
3,805

184
967

2,207
445

流 動 負 債
支払手形 ・買掛金
短 期 借 入 金
宋 払 金
未 払 費 用
そ の 他

固 定 負 僕
転 換 社 債
預D保 証 金
そ の 他

L5ア3

796
92

147
78

458

5go
36

525
28

負 債 合 計 2,164

資 本 金
法 定 準 備 金
剰 余 金

(う ち 当 期 利 益)

460

1,265
4,304

(431)

資 本 合 計 6,030
資 産 合 計 8,195 負 債 ・資 本 合 計 8,195

(注)L有 形圃定資産の減価償却累計領1,417億 円
2.1株 当たDの 当期利益103円89銭
備考:記 載金額は億円未欄虚切D捨 てて衷示 しておDま ナ。

目科

益

用

益

益

用

益

益

失

益

等

益

益

額

額

益

鋸
響
赫
離
　

営

営

営

営

営

経

特

特

税

法

当

前

中

利

当

金 額

15,464

14,892

凱

論

諺

鶉

矧
器

-
備

平成9年5月23日

第46期 決 算 公 告

貸借対 照表 の妻 旨
(平成9年2月28日現在)

神戸市中央区港島中町

株 式 会 社D

代表取締役社長

損益 計算書 の要 旨

(自平 成8年3月1日至平 成9年2月28日)

(単 位:億 円)(単 位:億 円)

科 目 金 額 科 目 金 額

(賢 魔 の 部) (12,649) (負 債 の 部) (10,049》
流 助 資 魔 a886 漉 動 負 債 5,757

現 金 及 び預 金 585 買 掛 金 1,529
売 掛 金 336 短 期 倦 入 金 L790
た な 卸 資 産 1,429 1年内に返済する
そ の 他 534 長期借入金 275

コマーシヤ〃ペーパー 1,120
そ の 他 1,042

固 定 資 塵 9,763 固 定 負 債 4,292
賓 形固 定 賢 魔 3,271 社 債 1,534
建 物 1,775 転 換 社 債 52
土 地 1,089 長 期 借 入 金 1,759
そ の 地 407 預 り 保 証 金 805

無 形固 定 資 激 106 退職給与引当金 140
投 箕 等 6,384 (賢 本 の 郁》 (2,60①
投資有価証券 1,500 資 奉 愈 520
子 会 社 株 式 738 法 定 準 傷 愈 1β54

差 入 保 証 金 3,915 尉 余 愈 426
そ の 他 229 (う ち当期利益) 〔12)

賢 童 合 齢 12,649 負債 ・資本合計 12β49

(注)L有 形固定資産の減楢償却累計額2,910偉 円
2,1妹 当たり当期利益1円73銭

備 考:記 載金額は億円未満を切り捨てて表示しております。

目科

益

用

益

益

用

益

益

失

益

税

益

益

額

額

益

難
…尉
晶
　軸
蹴
　

営

営

営

営

営

経

特

特

税

法

肖

前

中

中
利

幽

金 額

25,055

25,029

25

194

214

5

197

176

27

15

12

65

58

0

1B
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分析上の留意点

スーパーY店 とD店 を比較

し、財務状態が異なることを

次のような視点から理解させ、

決算書に興味をもたせる。

①両店の自己資本比率、流動

比率の相違について。

②売上高はD店 のほうが大 き

いが利益はY店 のほうが大

きいこと。

③総資本経常利益率は、D店

のほうが低い理由として、

売上高経常利益率の低 さに

起因していること。

④売上高営業利益率 もD店 が

低いのは売上高原価率が高

いこと。

⑤営業外費用がY店 よ りD店

のほうが高い原因。

⑥Y店 は支払利息 より営業外

収益を多 く得てお り、D店

は金利負担が大 きいこと。

⑦商品回転率 もD店 よ りも、

Y店 のほうが高いこと。

⑧固定比率は、Y店 よりD店

のほうが高いこと。



財 務 分 析 表
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」
弓
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一

・

2ρ0
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卸資

ロ総資本回転率

図棚卸資産回転率

269
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375.5

20.6
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鋤

鋤

勘

m

励

伽

50

麟流動比率

■固定比率

口自己資本比率
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実践事例2

学 習 指 導 案

目 標:企 業の財政状態や経営成績の良否を判断する知識を学習する。

対象学年:定 時制4学 年(2単 位)(表 計算ソフ トを操作できる力がある。)

学 習 内 容 生徒の学習活動 指導上の留意点

・前時の授業で作成 した財 ・表計算 ソ フ トを使 っ て作 ・流動 資 産 、 当座資 産 、

務諸表をもとに、 財務 分 成 した財務諸表 をパ ソコ 固定 資 産 、流 動 負債 、

導
析 をす る。 ン画面に呼び出 し、 内容 固定負債 、 自己資本

15分
を確認す る。 の説明を再度する。

入 ・本時の学習 内容 を理

解 させ る。

・関係比率を用いた分析 〈表計算 ソフ トによる学習〉 ・静態比率の それぞ れ

1.静 態比率(貸 借対照表) の意味 を理解させる。

・流動比率 ・公 式 を も とに、 自分 で 入 ・条件文 を作成 する に

展
30分 ・当座比率 力 し分析 をする。 当たっての適正割 合

・資本固定比率 ・備 考欄 を作 り、条 件 文 を を確認す る。

・資本負債比率 使 って、比率が適正 か ど

うか判定す る。

2.動 態比 率(損 益計算書 ・
・プ リン トに、 比 率 と判 定 ・動態比率 のそれぞ れ

貸借対照表) 結果を記入する。 の意味を理解させる

・自己資本比率 ・¥100円 当 た り の

30分 ・総資本利益率 金額 を出 してい る こ
開

・売上純利益率 とに注意 して指導 す

・売上総利益率 る 。

・売上原価率

・財務分析 した関係比率 に ・プ リン トで再確認する。 ・本時の学習内容 を確

ついて まとめる。 ・印刷 をす る 認 させる。

ま
・次 時の予定 を話す。

と 15分

め

一17一
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授 業 用 プ リ ン ト

1比 率による分析

(1>静 態比率

貸借対照表の項 目であ り、企業の支払い能力や財務の健全性を明 らかにするのに用い られる。

◎課 題1貸 借対照表をもとにして以下の比率を求めなさい。なお、答えは小数第一位まで、判

定は望ましいときは○を記入する。

随 目 内 容 目 的 式 答 え 判定

流 動 比 率

流動負債に対する流

動資産の比率

(200%以 上が望 ま

しい)

企業の短期支払能力

を判定するため

流動資産

流動負債

×100(%)

%

当 座 比 率

流動負債に対する当

座資産の比率

(100%以 上が望 ま

しい)

企業の即時支払能力

を判定するため

当座資産

流動負債

×100(%)

%

資本固定比率

固定資産に対する自

己資本の比率

(100%以 上 が望 ま

しい)

自己資本がどれだけ

固定資産に投入 され

ているかを判定す る

ため

自己資本

固定資産

×100(%)

%

1

資本負債 比率

負債合計額に対する

自己資本合計額の比

率

く100%以 上が望 ま

しい)

自己資本に対 して負

債が過大であるかを

判定するため

自己資本

負債

×100(%)

%

◎課 題2

き　

「 一一 一 叩

説明文を下記の語群か ら選び記入 しなさい。

群

1あ る、 ない 、まか なわれてい る、 まか なわれていない、適 当であ る、適当で ない

1 項 目
説 明

流 動 比 率 短期支払能力が( )。

当 座 比 率 即時支払能力が( )。

資 本 固 定比 率 固定資産の一部は、自己資本で ( )。

資 本 負 債 比 率 負債が自己資本に対 して( )Q
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(2)動 態比率

損益計算書の項 目相互の比率や損益計算書と貸借対照表の項 目との比率であ り、企業の収益性 など

経営成績を判定するために用いられる。

◎課 題3貸 借対照表と損益計算書をもとにして以下の比率を求めなさい。なお、答えは小 数第

一位まで、判定は望 ましいときは○を記入する。

項 目 内 容 目 的 式 答 え

自己資本利益率

自己資本の平均有高

に対す る売上高の比

率

自己資本に対 して1

年間の純利益が どれ

だけ得 られたか を判

定する

税引前当期利益

自己資本平均有高

×100(%)

%

総資 本 利益 率

総資本の平均有 に対

する売上高の比率

1

総資本に対 して1年

間の純利益が どれだ

け得 られたか を判定

する

税引前当期利益

総資本平均有高

×100(%)

%

売 上 純 利 益 率

売上高に対する売上

総利益の比率

売上高に対 して、 ど

れだけの利益 を得た

かを判定する

税引前当期利益

売上高

×100(%)

%

売上 総 利 益 率

【

売上高 に対す る売上

総利益の比率

売上高 に対 して、 ど

れだけの利幅があ る

かを判定する

売上総利益

売上高

×100(%)

%

売 上 原 価 率

売上高に対する売上

原価の比率

売上高に対 して、 ど

れだけの売上原価が

占めているかを判定

する。

売上総利益

売上高

×100(%)

%

1

◎課 題4説 明文に金額を記入しなさい。

項 目 説 明

自己資本利益率 自己資本¥100に ついて(¥)の 純利益 を得 た。

総資 本 利 益 率 総資本¥100に ついて(¥)の 純利益 を得た。

売上 純 利 益 率 売上高¥100に ついて(¥)の 純利益 を得た。

売 上 総 利 益 率 売上高本¥100に ついて利幅は(¥)で あ る。

売 上 原 価 率 売 上高本¥100に ついて売上原価は(¥)で あ る。
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(4)評 価の視点

生徒の主体性や、課題に対 して取 り組む意欲 ・姿勢、努力、他の生徒に対する協力などを総合的に評

価する。

(5)今 後の課題

本来企業の財務分析 を行 う場合には、単年度の分析 だけでな く3期 以上の時系列で勘定科 目や指標の

推移を見た り、指標 も収益性 と安全性の他に生産性や成長性 に関するものも使って、複数の点か ら捉え

ることが必要である。このことについては、かなり検討を重ねた結果、まず単年度で単体の決算書をしっ

か りと読めるようになってから次のステップとしてそれらに入るべ きであろうという結論に達 し、本報

告書では財務分析の基礎 ・基本に主眼を置 くこととした。

その結果、比較的入手 しやすい決算公告を用いて、生徒が興味や関心 をもちやすい企業の財務分析 を

行い、「決算公告からだけでもここまでわかるのか」「会計情報とはこんなに面白く役立つんだ」 という

感覚 を身につけさせることが大切であると考えた。

身近な企業を扱ったことにより、生徒たちの反応は良く、自ら進んで分析 してみたい企業名をあげる

生徒 もいた。

今後の課題 としては、基礎をしっか り定着させ、もう少し高度の分析をしたい。例えば、決算広告 に

載っている営業費用の内訳を有価証券報告書から抜 き出 し、売上高販売費及び一般管理費率や売上高人

件費率などを算出して同業種企業間で比較 してみた り、倒産した企業の時系列分析や、会計方法の変更

が決算に及ぼす影響なども実例を挙げて行ってみたい。この財務分析の授業は分析だけで独立 させ るの

ではなく、分析 という技術を利用 して経営情報という視点から、「課題概究」等の授業で企業調査の研

究発表などに発展 させることができれば、学習における基礎 ・基本の充実、自ら意欲を持って学ぶ姿勢、

社会の要請にあった能力の育成という教育を一層高めることができるのではないか と考えている。 これ

らは今後の課題 としたい。

また、これから先 インターネットを利用 した授業が可能になれば、もっと幅広 く最新の情報 を企業の

ホームページから入手することが可能となり授業の教材も今以上にタイムリーなものとなるであろう。

以上、これらの課題をしっかりと踏 まえて、生徒の学ぶ意欲を喚起することがで きるよう今後 も努力 し

ていきたい。

4情 報処理

(1)情 報処理教育 の現状

情報処理 に関す る科 目の授業 は、従来の商業高校では、プロ グラ ミング言語の指導 に多 くの時 間 を費

や して きた。 しか し、今 日様 々なソフ トウェアが普及 して きた。そ して、このソフ トウェ アは情 報 関連

企業のみ な らず 、あ らゆる企業 で活用 され、家庭 で も利用 される ようになっている。 こう した中 で 、商

業高校で は、情報処理 に関す る科 目の指導 内容 について様々な工夫 を凝 らしてい る。

ア ンケー トの調査結果 か ら、企業 ではワープロ ・表計算 ソフ ト ・デー タベ ース ソ フ ト等 ビジネ ス社 会

に即 した情報処理 の能力が求 め られている ことが わか った。21世 紀 に多 くの企業 で働 くこ とに なる高

校生 に求 め られている ものは、商業科 ・情報処理科の生徒 のみな らず 、すべ ての高校 生 に求め られ る。

この情報教育 の重要性 は、平 成10年7月 に発表 された 「理科 教 育お よび 産業教 育 審 議会 の答 申」 や
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「教育課程審議会の答申」の中からも読み取ることがで きる

(2)「 理科教育および産業教育審議会答申」及び 「教育課程審議会答申」

「理科教育および産業教育審議会答申」では、従来の教科 「工業」「商業」等の枠組みの中だけでは

十分に対応できるものではなく、これからの情報化社会を支える人材の育成のため、専門教育 に関する

教科 「情報」を新たに設ける必要があるとしている。また、「教育課程審議会」 の中で も、必履修科 目

として教科 「情報」を掲げている。

専門高校のみならず、すべての高校生がコンピュータ基礎的知識技術 を習得 し、情報化が進む社会で

よりよく情報を活用 し、主体的に生きる力を養うために設置されたものだ。

このことは、今後の商業教育についても大 きく影響 して くるものであ り、商業における情報処理 に関

する科 目のカリキュラム編成や指導方法の工夫をすることにより、多様な対応が可能になり従来の情報

教育にもまして価値の高い指導が可能になる。

(3)商 業教育における 「情報処理」

「理科教育および産業教育審議会の答申」 によると専門教科 「商業」における情報処理科 目群は次の

とお りである。

基礎学習科 目群 「情報処理」

情報ビジネス分野 「ビジネス情報」「文書デザイン」「プログラミング」

商業高校における情報処理に関する科目の内容は、今まで指導内容の基礎 ・基本は変わらない として

も専門教科の特色を出して、必履修教科の 「情報」 とは差別化を図る必要がある。

① 資格取得への取 り組み

これまで も専門高校 としての 「情報処理」の科 目で も資格取得については熱心に指導を続けてきた

実績はあるが、さらに前向 きに指導を続けることが必要である。これからも受験指導が可能なもの と

して、次のような資格が考えられる。

全国商業高等学校協会主催

通商産業省主催

コンピュータ利用技術検定

情報処理検定

情報処理技術者第2種

システムア ドミニス トレータ(初 級)(上 級)

これ までに蓄積 され た指導 のノウハ ウや内容 は今後 も重要 さは基 本が変 わ らない以上 、生 かす こ と

はで きる し、カ リキュラム、指導方法 も有利 に運用で きる環境 は整 えるこ とがで きる。 この資 格 取得

へ の指導 の充実 は、専 門学科 で情報処理 を学ぶ生徒 にとって社会 で力強 く生 きるための一つ の ツ ール

になるはず であ る。また、専 門学科 と しての特色 を打 ち出 してい くために も有効 な もの である。

② マ ルチ メデ ィア とネ ッ トワーク

これか らの 「情報処理」 を新 たなもの として捉 え、充実 させなければな らない のがマ ルチ メデ ィア

とネ ッ トワークであ る。マ ルチ メデ ィア情報 とは、図形、写 真(静 止画像)、 音 楽 や音声 な どの オー

デ ィオ情報 、そ れに ビデオ(動 画像)な どを統合 したものである。これらの情報の通信 はインターネッ

トをは じめ様 々なネ ッ トワークは、 もはや個人 レベ ルで、 しか も世 界中を網羅 し、 リアル タイムで情

報の交換が可能 な時代 であ る。特 にインターネ ッ トでは、回線が共 同利用 のため 、通信 コス トも低 く、

しか も、世 界中の コンピュータが使われているので ボー ダー レス化 が進んでいる。そのため社会の様々

一22一



○)

) Φ

な場 面で ネ ッ トワークの理解が求 め られてい る。

ワープロ ・表計算 ・デー タベ ースな どの基本的 なソフ トを駆使 し、必要 な情報 を整理 で きる能力 が

つい たな らば、その情報 の ネッ トワーク上での活用 はこれか らの ビジネス社会 で よ りよ く生 きるため

には どうして も高校段 階で基礎 的な知識 ・技術 の習得が必要であ る。

す でに商業 高校 で は、情 報処理 に関す る科 目のみな らず 「課題研究」 をとお してマルチ メデ ィア情

報 の扱 い方の一環 と して、 ホームペー ジを作 成 した り、校内のLANを 利用 した電子 メー ルの交換 な

どの授 業 を実施 してい る。

また、 この分野の特 にネ ッ トワークの理解や活用 能力は重要であ る。 これ は社会で主体的 に しか も

幅広 く、人間関係 を構築 し、専 門学科 を学んだか らな らではの ビジネスの機会 をつか む能力 を育 て る

こと も期待で きる。

③ 経営情報 の管理

商業教育 を考 える とき、一つの大 きな理念 として 「起業家精神の育成」 を挙 げる ことがで きる。特

にイ ンター ネッ トの世 界では、電 子商取 引がお こなわれてお り、出版物 もページ単位 で取 り引 きされ、

決済 も電子 マ ネーの試行段 階であ る。将 来的にはネ ッ トワー ク上の仮想会社 も増 え、 また、在 宅 に よ

る ビジ ネス も増 えて くる ことが考 えられる。

コンピュー タを駆 使 し、生 きた世界の経済 ・経営情報 をリアル タイムで入手 し、必要 とあ らば 自 ら

も情報 を発信 し、 ビジネスチ ャンス を逃 さずつ かむこ とがで きる能力 をつけて、 きめ細か く指 導す る

ことに よ り情 報の分析力、洞察力の育成が期待 で きる。

商業教育 を考 える と経営 に関す る情 報の扱 いは さらに重要 になるはずであ る。

(4>こ れか らの 「情報 処理の基本」

これか らの 「情報処理」 を考 えると き重要 にな ることは、 ビジネス教育の観点抜 きで考 える こ とはで

きない。や は り、いか にソフ トウェアを使い こな し、情報 を活用で きる能力 を養 うか とい うこ とが主体

にす るべ きであ る。そ の時 、普遍的 な基本 とはどの ような ことになるのであ ろ うか。初歩 はパ ソ コ ン、

ア プ リケ ーシ ョンソフ トの利用技術 、知識であ り、具体的には ワープロソフ ト、表計算 ソフ ト、 デ ー タ

ベ ースソフ トになるはずであ る。そ して、商業科 目の総合学習 として、マ ルチ メデ ィアや ネ ッ トワー ク

を利用 した実践 的学習 になるのであ る。

① ワープロ ソフ トの活用

ワープロ ソフ トは、 ビジネスに関す る文書の作成、静止画像 、簡単 な表計算 、デー タベー ス機 能 を

備 えて いる。これ まで商業 高校で は、主 に文書の作成、マナーの習得 を指導 の中心 に して きたが 、 こ

れか らは操作技術 、多彩 な機 能の理解 、マルチ メデ ィア情報 を利用 するための基 本的ッール と位 置づ

ける ことがで きる。

② 表 計算 ソフ トの利用

ビジネス社 会では数的デー タを読み込み、分析 、活用す ることはい うまで もな く必須事項で あ る。

こ う した役割 を果たすのが、表計算 ソフ トであ り、デー タの整理の ほか グラフの作成、デ ー タベ ー ス

機 能 も備 え、 また、数値以外のデー タも取 り込 む ことがで きる。

③ デー タベー スソフ トの利用

デー タ処理 と して は総合的 な活用で きるもので、必 要な情報 を必要 なだけ利用す るこ とが で き、膨
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大 のデー タの管理が で きる。

④ ネ ッ トワークの活用

情報 のネ ッ トワークは今や 、地球規模でつながっている。商業教育で も基礎 ・基 本 と位置づ け、 利

用技術 、マナーを学ぶべ きである。ネッ トワー クの活用 は21世 紀の 「情報処理」教 育の新 しい学 習

内容 として重要 な位 置を占める もの と考 えられる。

(5)授 業 における試み

ここでは 「情 報処理」 の関連科 目の総合学習 と して どの ようにマ ルチ メデ ィア とネッ トワー ク を取 り

込み、 どの ような授業 が考えれるかを検討 した。

① ホ ームペー ジの作成

ホー ムペー ジとは、 インターネ ッ ト上で情報開示する手段 の一つである。ネ ット上で自らからのペー

ジのエ リア(URLま たは ア ドレス)を 確保 し、情 報 を発信す る。ネットとつながっているコンピュー

タであれば世界 中どこか らで もア クセスで きる ものである。 このペ ージには、同時 にマルチ メデ ィア

情報が発信で きる もの と してすでに利用 されてい る。他校 との情報交換 、国際交流 と実施 してい る。

しか し、インター ネッ トに接続 していない場合 は、ホームページ作成の ソフ トを駆使 して、様 々なホー

ムペー ジを作 成 し、校 内での ネッ トワークを活用 して、互いにアクセスす るな ど多様 な応用 が 考 え ら

れ る。 また、今 までの 「総合実践 」を さらに発展 させ ることもで きる。

② 電子 メー ルの活用

インターネッ トの世 界で もっとも頻繁 に利用 されてい る通信手段 は電子 メールである。校 内 でお 互

い にメールの交換 をす ることによ り、ネ ッ トワークその ものが身近に感 じ、個 人あてに もネ ッ ト全 体

に もマ ルチ メデ ィア情報 を交換で きる。細 かい伝言 も電話の代 わ り、手紙 の代 わ りに使用 で きる ので

「総合実践」 など、多 くの授業 にビジネス社会 に即 した模擬 の実践 が可能 になる。

]Vお わ りに

私たち教育研究員は 「21世 紀を見据えた商業教育」を課題に研究、討議を重ねてきた。一昨年の中

学生へのアンケー トと昨年度の商業高校卒業生へのアンケー トを実施 したのを踏まえ、今年度は商業高

校 と企業へのアンケー ト調査を行った。

そ して、「理科教育及び産業教育審議会」や 「教育課程審議会」の答申の新たな商業科 目に関する内

容 でどのような授業が必要なのか研究 し実践 した。

新 しい学習指導要領では、商業の科目が整理 ・統合されて くることが予想 されるが、ビジネス に関連

した分野が新 しく設けられ、基礎 ・基本をしっかり指導 し、生徒が様々な情報から的確な判断がで きる

能力をはぐくむ必要がある。また、生徒の個性や 自発性を高めさせ、幅広い視野を持った柔軟性のある

人間育成 と、さらにはビジネスマナーなど社会に必要なことを授業で実践 していくことが課題である。

そういう意味で、今年度の教育研究員が調査 ・研究した授業内容を多 くの学校で活用 されることを期待

したい。
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